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	 活 動 内 容 	

どんぐりの森	 暖かい日もあれば雪が降るなど天候が安定しません。季節は冬から春へと変わりつつあることを実感します。

豆まき、ふるさとづくり大賞受賞、味噌作り、森祭り店長会議、もりのわ、はだか祭りとイベント続きの

一ケ月でした。毎年恒例の豆まきの日、朝からワーカーもスタッフもそわそわ。昼前に青鬼と赤鬼が地面

を鳴らしながら現れると、大人にしがみ付いて泣き叫ぶ子ども達。お昼を挟んで鬼は２度やってきまし

た！「どうせなかじがやってるんでしょ？」と余裕の自首保育の子ども達。しかし、隣にはなかじが！？

なかじじゃないことが分かった途端、子ども達はパニック。大号泣の森でした。翌日の土曜日は朝から小

学生が揃い、年男・年女が上棟式のようにツリーハウスの上から豆を撒く初めての試み。この日は笑顔の

豆まきでした。柊鰯を飾り、つみれ汁や鰯料理、恵方巻を堪能しました。鬼役のなかじは子どもたちを恐

怖に陥れるので辛いようですが、怖い鬼を応援する方も多くいます。来年は怖い鬼、楽しい豆まき、どち

らも計画してみたいです。そして、去年は号泣していた子が堂々と豆を撒いて退治している姿を見て、１

年間の子どもの成長を感じる節目の日でもありました。	

	 今年は２月に雪が２回降り、下の公園にある田んぼがスケートリンクのように凍っていました。放課後

の子ども達となかじが田んぼに入って雪対決。少量の雪を使って鍋に入れ火にかけておままごとで遊ぶ

子。そり滑りなど、雪を思いっきり楽しむことが出来ました。	

	 初めての味噌作りをする参加者がとても楽しそうでした。子ども達が小さな足で豆を潰し、豆を煮た汁

を使ったトマトスープは甘味があって美味しく出来上がりました。昼頃から寒さが増し、子供達は寒さ泣

きの大合唱。泣きながら焚き火のまわりにくっつき合う姿が可愛い。	

森祭り子ども商店店長会議ではお店の場所を決め、話し合いで今年の通貨を「はっぱ」に決めました。

20店舗ほど出店予定です。ワーカーも子ども達も森祭りに向けて準備を進めています。	

主な遊び：ブランコ、ベーゴマ、木工、料理、スラックライン、赤玉、台車引き、焚き火など	

活動日（日）	 	 	 １０	

参加人数（名）	 ６０３（初参加・市外）	

栗山ことりの森	

居場所事業	

「とまり木」	

退屈だと訴えるお子さんにお母さんが折り紙で手裏剣を作るとご機嫌になりました。次の瞬間、手裏剣

を障子に向かって投げる！とってもびっくりしましたが、障子に馴染みがなければ分からないのも当然。

会場を借りる難しさを痛感しつつ、今後も丁寧に利用することを心がけたいと思います。	

ママワーカー、ママサポーターのお母さん４人で中学生のお悩みに耳を傾ける。中学生目線で見事なフ

ォローをする人、朗らかにでも大切なことを伝える人、普段からの信頼関係で成り立つ相談会でした。	

ことりの森でカブトムシの幼虫を見つけてきた兄弟。幼虫がいそうな場所が解るそうです。	

主な活動：絵本読み聞かせ、カードゲーム、相談	

活動日（日）	 	 ２月	 ７日（木）・２月２１日	

参加人数（名）	 	 ３２（初参加 0・市外 3）	

栗山ことりの森	 ロープ遊具で大活躍の小学生が中学生のお兄ちゃんと来たので今回もロープを任せてみると、早速ター

ザンロープを取り付け始めます。小学生は回数を重ねるごとに高さも考えてレベルが上がっています。と

ても高い位置にモンキーロープを取り付けると、ゴールが出来る子、怖くて途中で引き返す子など自分の

力量に合わせて遊んでいました。自分の判断で遊べる遊具がとても画期的でした。	

ことりの森の真ん中にある小さな池にカエルの卵はないかと探す子ども達。今年はまだ早いようで見つ



かりませんでしたが、毎年この池に卵が産みつけられることを知っています。自然の中で遊ぶ栗山小の子

ども達です。ちなみにヤゴを発見しました。	

小学生の時によく来ていた中学生が久々に思い出したように来て遊び、最後は片付けまで手伝ってくれま

した。長く続けているのでプレーパークが定着している感じがします。年齢も幅広くて今後も楽しみです。	

主な活動：卓球、折り紙、モンキーロープ、ターザンロープ	

活動日（日）	 ２月２１日（木）	

参加人数（名）	 ３０（初参加 0・市外 4）	

鷹の台公園	

	

	

	

冷たい雨が一日中降り続きました。ワーカーは今年度の川遊びの集大成である川の地図すごろくの作成

を進めました。作り始めると楽しくなり捗りました。	

放課後に合わせて１４時半から１６時まで短時間の開催。雨でも子どもが来ることを期待して待ってみ

ると常連メンバーがやってきました。タープを立ててその下で釘刺しでもやろうかと思ったのですが雨水

が溜まって流れが出来ている場所を利用して、落ちていた竹を使ってダムを作ったり、堰を作って魚道を

作ったり、どんぐりを流してみたりとその場にあるもので傘もささずに夢中で遊んでいました。何もなく

ても遊べる子は自分で遊びを見つけていく。用意されたものよりもずっと楽しそうでした。寒いけど雨の

日には雨の日にしかできない遊びもあり、雨の日のプレーパークも面白いことを発見しました。	

主な活動：水遊び		

活動日（日）	 ２月２８日（木）	

参加人数（名）	 ５（初参加 0・市外 0）	

視察/団体参加	 森のようちえん根っこの子、野外保育さとのたね、野外保育さとのたね親子クラスさとむすび、こじか保

育園、植草学園大学（ボランティア）、四街道市経営企画部シティセールス推進課、四和小校長先生	

	 どんぐり	 栗山ことりの森／止まり

木	

鷹の台公園	 月合計	

開催日数	 １０	 ２	 １	 １３	

参加者数	 ６０３	 ６２	 ５	 ６７０	

	
どんぐりの森	

月日	 遊び内容・振り返り	 人数	 備考	

2/	1（金）	 放課後はなかじと小学生が雪合戦！どこまでも走って対決していた！	 67	 豆まき	

2/	2（土）	 年男年女による豆まき。成田山のようだ！柊鰯も飾ったよ！	 95	 豆まきと恵方巻き	

2/	4（月）	 節分の影響か、親子の参加が少ない。よっぽど怖かったらしい。	 30	 植草大学ボランティア	

2/	8（金）	 中央保育所の先生が森の泥を取りに来る。泥遊びの楽しさが広まっている！	 89	 味噌作り	

2/11（月）	 雪がある限り、滑って転んで投げて、あらゆる雪遊びを堪能する！	 32	 朝まで雪	

2/15（金）	 小刀が下手だと言っていた小６男子。左利き用を使うと上手く使える！	 24	 雪・あられ、植草大学

ボランティア	

2/16（土）	 森祭り店長会議。大人も子供も出店者が揃い説明を聞きました。	 100	 森祭り店長会議	

2/18（月）	 サポーターさんがプレーカーを清掃してくれました。いつも気にかけてくれています！	 33	 もりのわ	

2/22（月）	 森祭りで踊るパプリカダンスを必死で練習！	 23	 	

2/25（金）	 はだか祭りと開催日が重なった！ワーカーも泥を顔に塗ってもらった！	 110	 はだか祭り	

参加者（どんぐりの森）	
６０３人	

（１０日開催）	



*和良比*	

鬼が来た！怖い！必死でしがみつく！！でも負けじと豆をまいていたよ！恵方巻も作って食べた！	

	 	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 鬼怖いぃー	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 助けてぇぇーーー！	

	 	 	 	 	 	

小学生は鬼なんて屁でもない！	 	 福豆の箱もスタッフの手作り	 	 	 	 	 	 	 顎が外れるぞー！	

	 	

皆で絵を描いてます。何が出来るの？・・・・・開催日の目印に掲げている旗が古くなったので新しく作りました！	



	

一面の雪景色。静まり返るどんぐりの森	

	 	

滑る所があればどこまでも！	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 雪が降ったら作らなきゃね！	

	 	 	 	 	

雪を使っておままごと！	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 寄付して頂いた図鑑。嬉しいね！	



	 	

はだか祭りが開催日と重なったよー！	 	 	 総務省ふるさとづくり大賞を受賞しました！皆さんいつもありがとう！	

*栗山「とまり木」*	

	

遊び方は自由！モンキーロープをかけたのは小学６年生だ！	

*鷹の台*	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 *講演会*	

	 	 	 	 	 	 	

雨が降っても楽しいことを知ってる子ども達！	 	 どっくんの講演会「外遊びのススメ」勉強になったね！	 	  


